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概要 

 地域の中山間地を対象に、ブロードバンドを活用し、地域の高齢者にも易しく使える遠隔型健康福祉サービスを提供

する。具体的には、各種センシングシステムで測定された生体情報や位置などの環境情報を、セキュアな通信手段を介し

て健康管理サーバで収集一括管理し、組織化された健康に関する知識体系を用いて適切な健康プランを推論し、利用者に

具体的な健康サービスを提供する基盤技術を 2 年間で確立する。 
 さらに、宮城県内の中山間地を候補地域とし、健康サービスを主要コンテンツとするブロードバンドを活用した総合ポ

ータルサイトの構築とその運用に係わる人材を育成し、地域が抱える社会的・経済的課題の一端を解決することにより、

地域の活性化に貢献する。 
 

Abstract 
The purpose of this project is to provide useful remote healthcare services that the senior citizen in the local region 
can easily take using the Broad band. More precisely, we establish the following items: transmitting and managing 
the environmental information such as vital data and location data safely; inferring suitable healthcare plans based 
on the well organized body of knowledge on healthcare; providing useful healthcare services to the user. 
Furthermore, picking up a local district in Miyagi prefecture, we will construct an Integrated portal site providing 
the healthcare services by promoted Talent in the region. This contributes to the activity of that region. 
 
１．まえがき 
 東北地方は、広大な国土と豊かな自然環境や文化資源

に恵まれ、大きなポテンシャル（潜在力）を有している。

しかし、東北地方は他の地域と比較すると少子高齢化・過

疎化の進展が顕著である。特に、地理的条件に恵まれない

中山間地では、若年層の人口流出が著しいことから、過疎

化・高齢化が地域の存亡にも発展しそうな大きな課題とな

っている。  
 本研究の目的は、地域の中山間地を対象に、ブロードバ

ンドを活用し、地域の高齢者にも易しく使える遠隔型健康

福祉サービスを提供することである。この目的を達成する

ため、地域に住む住民に、ブロードバンドを活用した生活

習慣病予防のための遠隔型健康維持管理サービスを提供

した。この実現には、次の技術的側面からの研究開発を行

った。 
①地域住民の健康や生活習慣を管理するための健康サー

バの構築、②高齢者に優しいユビキタスセンシングデバイ

スシステムの開発、③宮城県立病院の協力による安全・安

心遠隔健康サービスの実現 
 

２．研究内容及び成果 

【健康モデル】 

 古典的な健康に概念に捕らわれない健康モデルを策定

した。同モデルは、生活習慣の是正に不可欠な行動変容理

論に基づく教育心理学的モデルであり、本研究開発の中核

をなす。 
【ユビキタス健康管理システム基盤】 

ユビキタス健康管理システム基盤としての健康改善シ

ステムは、インターネットを利用して利用者が自身の運動

状況や食事状況、そして現在の体調などを管理し、その情

報をもとに医療資格者（看護師、保健師、救急救命士、心

臓リハビリテーション指導士、糖尿病療養指導士、健康運

動指導士）である指導者が、利用者に健康アドバイスを行

うものである。健康改善システムの概念図は図 1 の通り

であり、個人健康管理サイト、保健指導者支援サイト、管

理ツールと呼ばれるアプリケーション群で構成されてい

る。利用者は個人健康管理サイトにアクセスすることがで

き、指導者は保健指導支援サイトと管理ツールにアクセス

が可能となっている。 
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図 1 健康改善システムの概念図 

 

利用者は、健康生活日誌と呼ばれるアプリケーションで

食事、運動、体重など生活習慣の把握に必要な項目を日誌

形式で記録する。利用者の負担を軽減するため、歩数、運

動時間、消費カロリーといった項目は高機能歩数計および

腕時計型脈拍計デバイスから取得したデータをアップロ

ードすることが可能であり、日誌のデータへ転送する機能

も備えている。この記録は利用者自身の健康管理に使用す

るだけでなく、担当の指導者がオンラインモニタリングに

よるアドバイスの提供にも使用する。指導者はアドバイス

の提供を連絡掲示板によって行う。 
【健康知識のためのコンテンツ循環基盤】 
コンテンツ循環基盤として、①健康行動に関する利用者

の動機に関するテキストマイニング手法を提案し、実証実

験を通してその有効性を示した。 

【知識連携型行動モニタデバイス基盤】 

「健康を測って安全に送る」ために、行動状態を利用者

が意識することなしに収集するシステム第二期 ICC を構

築した。さらに、旧 ICC Viewer の問題点と解決方法を

踏まえて、運動データ取得機能、運動データ集計機能、集

計データ出力帰納、ICC 初期化機能の 4 つから構成され

る新規 ICCViewer を開発し、実証実験を通して有効性と

問題点を検討した。 
【サービス・ビジネスアプリケーション基盤】 

 健康行動を改善しようとする対象者向けに、適切な運

動支援をバイタルセンサーとシステムの密な連携により

実現したサービスアプリケーション基盤を構築した。その

結果、対象者の性格、健康状態、運動強度に応じて適切な

健康アドバイスを生成するシステムを開発し、試行実験に

よりその優位性を示した。また、地域の医療機関の医療サ

ービスを支援するため、分担機関の宮城県立循環器・呼吸

器病センターと共同で「NST・褥瘡システム」を構築し、

2008 年 3 月より本格運用を開始した。その結果、NST 実

施率が 98 パーセントに達し、病院の経営と特色づくりに

貢献した。 
【実証実験】 

生活習慣病改善のための健康改善システムのあり方を

実証的に検討し、そのあるべき姿を確立するため、東北厚

生年金病院の協力のもと、職員を対象として、2008 年 12
月から 3 ヶ月間実証実験を実施した。当該実験においては、

①健常者を対象にした実証実験と、②メタボリックシンド

ローム予備軍を対象にした実証実験の２種類の実験を実

施した。 
① 健常者を対象にした実験では、健康維持・改善の観点

から、ICT による健康支援、良質な健康サービス提供の

可能性を実践的に実施した。さらに、システムを介して、

医療専門家がモニタリングを行い、アドバイスを行い、

良質な健康サービスの提供を検証する。 
② メタボリックシンドローム予備軍を対象にした実証実

験では、健康改善の観点から、ICT による健康支援、効

果的な健康改善サービスの可能性を実践的に検証し、さ

らに、特定健診制度の枠組みの中で、当該実証実験シス

テムを健康指導支援ツールとしての利用可能性を実証

的に検討した。 

 
図 2 実証実験イメージ図 

 

３．むすび 

本研究は、次世代ヘルスケアシステムを中核とする健康

改善サービスの提供と実証実験による評価検討を通して、

地域 ICT 振興型研究開発として、中山間地に代表される

地域固有の社会的・経済的課題の、解決に取り組んだ。そ

の結果、地域住民の生活向上と地域社会・経済活動の活性

化に関して貢献することができた。 
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